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2.1 伝送媒体とアクセス制御方式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
1. 伝送媒体の種類（UTP と光ファイバケーブル） 

(1) LAN で使用される伝送媒体は，UTP（Unshielded Twisted Pair Cable）と

光ファイバケーブルが中心です。これらの伝送媒体に関する規格は，主に IEEE 
802.3 委員会が策定しています。 

(2) UTP の主な規格としては，10BASE-T，100BASE-TX，1000BASE-T など

があります。伝送速度が速くなるにつれ，周波数特性の優れたケーブルを使用

する必要があります。このケーブルの品質を示す用語としてカテゴリが使用さ

れます。カテゴリは，その数字が大きい方が品質の高いことを示します。通常，

10BASE-T はカテゴリ 3，100BASE-TX はカテゴリ 5，1000BASE-T はエンハ

ンストカテゴリ 5（又はカテゴリ 6）のケーブルを使用します。これらのケー

LAN の方式 
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□ CSMA/CD 方式の通信方式とレイヤ構成 
□ CSMA/CD 方式の衝突検出の仕組み 
□ リピータハブの段数制限 
□ ストレートケーブルとクロスケーブル 
□ CSMA/CD，トークンパッシング，CSMA/CA の特徴や違い 
□ IEEE 802.3 仕様と DIX 仕様における MAC フレームの違い 



 

 84 

第３部 午後問題の重点対策 
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ブルの最大ケーブル長は，いずれも 100 m です。 
(3) 光ファイバケーブルの構造は，コアと呼ばれる芯を，クラッドと呼ばれる，

コアとは屈折率が異なる素材で包み込んだ形状をしています（図 2-1）。光の屈

折率が異なることを利用してコアの中に光を閉じ込めて伝送します。 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 光ファイバケーブルの構造 

 
(4) コア径の違いによって，シングルモードとマルチモードという 2 種類のタイ

プがあります。なお，モードとは，光の通り道のことで，シングルモードでは，

光の通り道が一つになるように工夫されています。シングルモードは，コア径

が 9 ～10 ミクロン，マルチモードは 50 又は 62.5 ミクロンです。一方，クラッ

ド径は 125 ミクロンです。更に，光源の波長によっても，光ファイバケーブル

の規格が別々に制定されています。100BASE-FX では，マルチモードとシング

ルモードの両方の規格を制定しています。一方，1000BASE-SX（光源の波長：

850 nm）ではマルチモードしか規格化していませんが，1000BASE-LX（光源

の波長：1,310 nm）では，マルチモードとシングルモードの両方を規格化して

います。 
(5) 10 G ビット／秒の光ファイバケーブルの標準化も終了しており，これらの光

ファイバケーブルは，10GBASE-SR/LR/WR などと呼ばれています。W は光源

の波長が 1,550 nm であるほか，R は LAN 用を示しています。このほか，WAN
用の規格も別に策定されています。 
 

2. CSMA/CD 方式の通信方式とレイヤ構成 

(1) CSMA/CD 方式は，コネクションレス型の通信を行います。 
(2) CSMA/CD 方式は，OSI 基本参照モデルにおける物理層（レイヤ 1）とデー

タリンク層（レイヤ 2）に関する規定です。 
(3) 物理層では，伝送媒体（UTP や光ファイバケーブルなど）や伝送路符号化方

式を規定しています。UTP では，前項で述べたように，ケーブルの周波数特性

クラッド 

コア

光の通り道




